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令和４年度 年間授業計画【 国語 】

教 科 名 国語

学 年 (年間授業時数) 第１学年(１４０時間)

使用教科書 (出版社) 『国語１』(光村図書)

（ ） （ ）使用副教材 (出版社) ・国語活用資料集 東京都版 新学社 ・つまずかない！文法の学習 新学社

・よくわかる国語の学習１（明治図書 ・単元別漢字ノート（新学社））

・積み上げ（明治図書）

教 科 担 当 者 氏 名 藤谷 裕也 勝野 美花

１ 教科の目標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養い

言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。
( )自分の考えを大切にし、目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を高めるとともに、話し言1
葉を大切にしようとする態度を育てる。
( )必要な材料をもとにして自分の考えをまとめ、的確に書き表す能力を高めるとともに、進んで書き表そう2
とする態度を育てる。
( )様々な種類の文章を読み内容を的確に理解する能力を高めるとともに、読書に親しみものの見方や考え方3
を広げようとする態度を育てる。

２ 観点別学習状況の評価

観 点 評 価 規 準

主体的に取り組む 国語に対する関心を深め、国語を尊重し、進んで表現したり理解したりするととも
態度 に、伝えあおうとする。

思考・判断・表現 ・自分で考えを豊かにしたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて話し
たり的確に聞き取ったりする。

・自分の考えを豊かにしたり深めたりして、相手や目的に応じ、筋道を立てて適切
に文章を書く。

・目的に応じて様々な文章を的確に読み取ったり読書に親しんだりする。

知識・技能 表現と理解に役立てるための音声、語句、語彙、文法、漢字等について理解し、知
識を身につけている。書写では、文字を正しく整えて早く書く。

３ 評価方法(評価場面および評価資料)と評価の観点

各教科４つから５つの観点について、その習得状況をＡ・Ｂ・Ｃの３段階で評価する。学級や学年の順位
で評価するのではなく、教科で設定した目標やねらいを生徒一人ひとりがどこまで達成できているかを評価
する

観察法 作品法 テスト法 自己・相互評価法

・授業への取り組み方 ・授業ノート ・授業内テスト ・自己評価シート
・学習活動 ・ワークシート ・定期考査 ・相互評価シート
・学習準備物(忘れ物) ・提出物(書き初め、俳
・発言 ・質問 句等の作品・ワークな
・発表の様子 ど)

・作文

主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度

思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現

知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能

評

価

方

法

評
価
の
観
点
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4 年間学習計画

期 月 週 単元・教材名 学 習 内 容 学 習 の ポ イ ン ト

前 ４ ・言葉に出会うために( ) ・国語の基本事項 ・国語学習における基本事項を学習する。1 3

期 ・ シュンシュン」( ) ・物語 ・登場人物の気持ちの変化を他の人物との関係の中で読み2 4「
取 る

・ わかりやすく説明しよう ・書くこと ・観点を立てて情報を集め、整理する3 「 」
( )5

4

５ ・情報を的確に聞き取ろう ・情報の聞き取り ・聞き取りメモの取り方を学習する5
( )1
・漢字 ( ) ・漢字の組み立てと部 ・漢字がどのように組み立てられているか、部首名などを6 1 1

首 学習する。
・ ダイコンは大きな根？」 ・説明 ・身近なものについて説明された文章を読み、使われてい7 「
( ) る3

言葉の意味や内容をとらえる。8
・ ちょっと立ち止まって」 ・説明 ・段落と段落の関係に注意しながら、文章の構成を読み取「
( ) る。9 5

10６
・ 好きなもの」を紹介しよ ・話す聞く ・聞き手にわかりやすいスピーチをする「
う( )11 6

12
・言葉 ( ) ・話し言葉と書き言葉 ・同じ内容でも、音声で伝える場合と文字で伝える場合と1 1

で違いがあることを理解し使い分けられるようにする。13
・ 詩の世界」( ) ・詩 ・豊かな表現に触れ、言葉のもつ力を考える。「 2

７ ・言葉を集めよう( ) ・作文 ・様々な言葉の知識を持つとともに、自在にそれを引き出14 1
せるように練習する。

・ 比喩で広がる言葉の世界 ・随筆 ・言葉と人間の考えについて考えを深める。15 「 」
( )2
・ 読書を楽しむ」( ) ・物語、読書活動 ・さまざまな作品を読み、ものの見方や考え方を広げる。16 3「

・書写( ) ・毛筆 ・文字の整え方を理解して書く。17 5
・書写( ) ・硬筆 ・名文を書き、字体、バランスを学習する。2

18後 ９
「星の花が降るころに」( ) ・物語 ・登場人物の気持ちや行動、場面展開、情景描写などに6

期 注意して作品を読み取る。19

「大人になれなかった ・物語 ・時代や状況の中で自分を見つめ、生き方を深めていくこ20
弟たちに……」( ) との 大切さを考える。5

・文法 ( ) ・言葉の単位 ・文や語句の区切りについて学習する。21 1 5

・言葉 ( ) ・指示する語句と接続 ・文を読むときに重要な指示する語句と接続する語句につ10 22 2 1
する語句 いて 学習する。

23
「 言葉』をもつ鳥、シジュ ・記録、報告 ・図表の役割に注意しながら、事実とそれにもとづく筆者『
ウカラ」( ) の24 9

考えを読み分ける。調べたことを正確に報告する。
・大阿蘇( ) ・詩 ・表現の特徴を捉え、音読する。25 1
・いろは歌( ) ・古文・音読 ・ いろは歌 「竹取物語」や故事成語など古典の文章に出2 「 」
・ 古典の世界」( ) ・古典・解説 会い、現代とのつながりを考える。11 26 1「
・ 蓬莱の玉の枝」( ) ・古文「 4
・ 今に生きる言葉」( ) ・漢文27 4「

28

『 、 。29 「 不便』の価値を見つめ直 ・説明 ・文章から新しく得た情報をもとに 自分の考えを広げる
す」( )6

12 30
・助言を自分の文章に生かそ ・討論 ・話し合いの目的や話題を理解し、流れを踏まえた発言の
う( ) 仕方を学ぶ。31 6

・助言を自分の文章に生かそ ・鑑賞文を書く ・読み手にわかりやすいように、根拠を明確にし、構成を32
う( ) 考えて鑑賞文を書く。4

33１
・ 竹」( ) ・詩 ・表現の特徴を捉え、音読する。「 1
・文法 ( ) ・文の組み立て ・文中の語句の役割について学習する。34 2 3
・ 桜守三代」( ) ・読書に親しむ ・ノンフィクションや伝記などを読んで、自らの生き方や「 1
・漢字 ( ) ・漢字の音訓 将来について考える。35 2 1
・書写( ) ・硬筆 ・音読みと訓読み、またその違いについて学習する。5
・書き初め( ) ・毛筆 ・名文を書き、字体、バランスを学習する。36 2

・書き初めの見本をもとに字体のバランスに注意して書
２ く。37

・ 少年の日の思い出」( ) ・小説 ・作品を読み、登場人物のものの見方や考え方について、「 8
自分の考えを持つ。38

・言葉 ( ) ・さまざまな表現技法 ・比喩や体言止めなど、文章中で使われる表現技法につい39 3 1
・漢字 ( ) ・漢字の成り立ち て、その役割について学習する。3 1
・印象深く思いを伝えよう ・説明、創作 ・漢字の成り立ちを学習し、それぞれの漢字がどのように40
( ) 成り立っているかを学習する。5

41３

・文法 ( ) ・文の組み立て ・自分の見つけた価値を、相手の心に届けるために工夫す42 3 5
る。

・一年間の学びを振り返ろう ・説明 ・文中の語句の役割について学習する。43
( ) ・文章を通して考えを広げ、自分の意見を文章にする。6

44

・ ぼくが ここに」( ) ・詩 ・詩の中の言葉や表現を、作者の思いを想像しながら「 3
読み味わう。

※( )内の数字は配当時間を
表す。
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令和4年度 年間授業計画【 国語 】

教 科 名 国語

学 年 (年間授業時数) 第２学年(１４０時間)

使用教科書 (出版社) 『国語２』(光村図書)

「 」（ ）「 」（ ）使用副教材 (出版社) 国語の学習２ 明治図書 イラストで覚えるくりかえし漢字２ 秀学社

「漢字のトレーニング （浜島書店） 「つまずかない文法の学習 （新学社）」 」

「つまずかない古典の学習 （新学社 「国語活用資料集 （新学社）」 ） 」

教 科 担 当 者 氏 名 和田 拓

１ 教科の目標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養い

言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。
( )自分のものの見方や考え方を深め、目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を身につけさせ1
るとともに、話し言葉を豊かにしようとする態度を育てる。
( )様々な材料をもとにして自分の考えを深め、自分の立場を明らかにして、論理的に書き表す能力を身につ2
けさせるとともに、文章を書くことによって生活を豊かにしようとする態度を育てる。
( )目的や意図に応じて文章を読み、広い範囲から情報を集め、効果的に活用する能力を身につけさせるとと3
もに、読書を生活に役立て自己を向上させようとする態度を育てる。

２ 観点別学習状況の評価

観 点 評 価 規 準

主体的に取り組む 国語に対する関心を深め、国語を尊重し、進んで表現したり理解したりするととも
態度 に、伝えあおうとする。また、国語を学ぶことを楽しむ気持ちを養う。

思考・判断・表現 ・自分で考えを豊かにしたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて話し
たり的確に聞き取ったりする。
・自分の考えを豊かにしたり深めたりして、相手や目的に応じ、筋道を立てて適切
に文章を書く。
・目的に応じて様々な文章を的確に読み取ったり読書に親しんだりする。
・他の学習者の文章を読むことや発表を聞くことを通して、国語表現の豊かさを知
り、自分の執筆活動や発表活動に活かす。

知識・技能 表現と理解に役立てるための音声、語句、語彙、文法、漢字等について理解し、知
識を身につけている。書写では、文字を正しく整えて早く書く。

３ 評価方法(評価場面および評価資料)と評価の観点

各教科３つの観点について、その習得状況をＡ・Ｂ・Ｃの３段階で評価する。学級や学年の順位で評価す
るのではなく、教科で設定した目標やねらいを生徒一人ひとりがどこまで達成できているかを評価する

観察法 作品法 テスト法 自己・相互評価法

・授業への取り組み方 ・冊子（ノート） ・授業内テスト ・冊子による振り返り
・学習活動 ・ワークシート （漢字テスト） ・自己評価シート
・学習準備物(忘れ物) ・提出物 ・定期考査 ・相互評価シート
・発言 ・質問 （書き初め、俳句等の
・発表の様子 作品・ワークなど）

・作文

主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度

思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現

知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能

評

価

方

法

評
価
の
観
点
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※( )内は配当時間を表す。4 年間学習計画

期 月 週 単元・教材名 学 習 内 容 学 習 の ポ イ ン ト

前 ４ 「見えないだけ」( )表紙裏 詩の特徴を生かして朗 ●言葉の用い方や表現の特徴に注意し、自分なりの感想1 2
読する を持ちながら読む。

期 アイスプラネット ( ) 物語読解・手紙を書く ●登場人物の言動や心情を表す表現などに注意して、作2 4 P.14「 」
～ 品を読み取る。25
｢行書を書いて確かめよう」 毛筆と硬筆 ●行書の特徴を意識して、配列よく書くことができる。3
( )8
｢枕草子」( ) ～ 古典を朗読し、古文に ●日本の四季を描いた情景描写の巧みさを読み取り、作4 4 P.28 .31

読み慣れる 者の四季のとらえ方や感じ方について自分の考えを持つ。
５ 「多様な方法で情報を集めよ 目的や相手に応じて書 ●目的や相手に応じて、伝えることがらの特徴や共通点・5

う」( ) ～ く 相違点などを明確にして、必要な情報を整理する。4 P.34 37
メディアを比べよう( ) - メディアの利用法につ ●メディアとのつきあい方について書かれた文章を読み、6 2 P.6 0
～ いて考える メディアについての知識や体験と関連づけ、考えを持つ。66

7
「熟語の構成」( ) ～ 語句について理解する ●熟語の構成について理解する。2 P.38 40

8
クマゼミ増加の原因を探る 説明文を読む ●文章の全体と部分の関係や具体的事例の役割などに「 」
( ) ～ 注意して読み、内容を理解する。9 4 P.42 53

●相手の理解や同意を得るための提案の仕方を学ぶ。
魅力的な提案をしよう ( ) プレゼンテーション６ 10 「 」 4 P.54

57～
11

｢類義語・対義語・多義語」 言語について理解する ●多義語と、対義語、多義的な意味を表す語句の意味
( ) ～ や用法に注意する。12 2 P.78 79

「短歌に親しむ」( ) 短歌を味わう ●短歌に示された語句の効果的な使い方や文章の描写13 4
～ の効果を理解し、情景を想像しながら朗読する。P.68 71

14７
「短歌を味わう」( ) 語感を磨く ●似た気持ちを表す言葉を比べ、言葉の持つ意味につい1 P.72,73

て考え、語感を磨く。15

「言葉の力」( ) ～ ●筆者の考え方について、知識や体験と関連づけて自分16 3 P.74 77 筆者の考えを読み取
の考えを持つ。り，自分の考えをもつ

17
。「自立語」( ) 単語の分類を考える2 P.234~237 ●活用のある自立語と活用のない自立語の働きを理解する

18後 ９
｢読書を楽しむ ( ) ～ 物語を読み味わう ●本に関する情報を多様な方法で収集する。」 3 P.82 90

19期
｢盆土産｣( ) ～ 随筆を読む登場人物の ●方言や心情を表す語句の効果的な使い方を理解し、6 P.92 105

気持ちを表す表現や、 表現に即してやさしさや温かさなどを読み味わう。20
｢字のない葉書｣( ) 気持ちを読み取ること ●人物の言動や様子を描いた表現、心情を表す語句に4

～ のできる発言や行動に 着目して読み、その人柄や心情をとらえる。21 P.106 111
注目して読む。

表現を工夫して書こう ( ) 手紙を書く ●敬語表現への理解を深め、伝えたい気持ちや用件を明確10 22 4「 」
～ にし、効果的に伝わるよう表現や構成を工夫して書く。P.112 116

23
「モアイは語る」( ) 説明文を読む ●文章構成を意識しながら、筆者の意見を要約する。7 P.124

24 131 132 139～ ＋ ～

「敬語」( ) ～ 敬語の用法を理解する ●敬語の種類を理解する。25 2 P.117 119

同じ訓・音をもつ漢字 ( ) 漢字の音訓を理解する ●同音異義語などの漢字や熟語を理解する。11 26 1「 」
P.120 122～

27
立場を尊重して話し合おう 討論で多角的に検討す ●立場を決めて討論することを通して、物事を多角的に検「 」
( ) る（グループ討論） 討し、自分の考えの幅を広げる。28 3 P.140~143

「平家物語」( ) 昔の人の考えにふれる ●登場人物の心情を想像しながら作品を読み、古典に描29 2 P.148~150
かれたものの見方や考え方について自分の考えを持つ。

｢扇の的」( ) ～ 古典を通して、作者の ●古典作品に登場する人物の特徴をとらえ、伝いたいこと12 30 6 P.151 157
思いについて考える を明確にして文章に書き表す。

「仁和寺にある法師」( ) ●登場人物の人物像を考え、作者の思いを理解する。31 4
P.158 161～
｢漢詩の風景 ( ) ～ 漢詩を読み味わう ●漢詩特有の調子に慣れ、読み味わう。32 3 P.162 168」

１ 「漢字と仮名を調和させて書 毛筆と硬筆 ●漢字と仮名を調和させて書く。手本を見ながら毛筆のポ33
こう」( ) （書き初め含む） イントをおさえて書く。9

34
「君は『最後の晩餐』を知っ 根拠を明確にした説得 ●文章の構成に注目し、根拠を明確にして読み手に意見を
ているか」( ) ～ 力のある表現を学ぶ 正確に分かりやすく伝えるための工夫を知る。35 4 P.170 183

｢魅力を効果的に伝えよう｣ 意見文を書く ●根拠を明確にし、構成を工夫して文章にまとめる。36
4 P.184 186( ) ～

37２
｢用言の活用｣( ) 文法を理解する ●用言の活用について理解する。6 P.238~243

38
走れメロス ( ) ～ 作品から人間について ●語句の効果的な用法を理解し、表現の巧みさを読み味わ「 」7 P.196 212

理解を深める い、描写の効果、登場人物の言動の意味等を考える。39
｢付属語」( ) 文法を理解する ●付属語について理解する。5 P.244~248

40
「構成や展開を工夫して書こ 表現の仕方を工夫して ●気持ちや気持ちの変化が効果的に伝わるように、ある視

３ う｣( ) ～ 書く 点を定め、表現を工夫して書く。41 4 P.216 221

「方言と共通語」( ) 方言と共通語の理解 ●方言と共通語の果たす役割について理解する。42 2 P.216
217～

43
「国語の学びを振り返ろう」 自分の知識や体験と比 ●１年間の学びを振り返り、自分の考えをまとめる。
( ) ～ べて考える44 3 P.224 227

｢送り仮名」( ) ～ 送りがなを理解する ●送り仮名の付け方の原則を理解し、正しく使う。2 P.222 223

「木」( ) ～ 比喩を読み解く ●言葉の意味を考えながら、作者の思いを捉える。2 P.228 230
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令和４年度 年間授業計画【 国語 】

教 科 名 国語

学 年 (年間授業時数) 第３学年(１０５時間)

使用教科書 (出版社) 『国語３』(光村図書)

使用副教材 (出版社) 「よくわかる国語の学習３ （明治図書 「たびたび漢字練習帳 （正進社）」 ） 」

「模擬トレ５ （正進社）」

教 科 担 当 者 氏 名 藤谷 裕也

１ 教科の目標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を養い

言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。
自分のものの見方や考え方を深め，目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を身に付け(1)

させるとともに，話し言葉を豊かにしようとする態度を育てる。
様々な材料を基にして自分の考えを深め，自分の立場を明らかにして，論理的に書き表す能力を身に(2)

付けさせるとともに，文章を書くことによって生活を豊かにしようとする態度を育てる。
目的や意図に応じて文章を読み，広い範囲から情報を集め，効果的に活用する能力を身に付けさせる(３)

とともに，読書を生活に役立て自己を向上させようとする態度を育てる。

２ 観点別学習状況の評価

観 点 評 価 規 準

主体的に取り組む 国語に対する関心を深め，進んで話し合ったり，工夫して書いたり，読書したりし
態度 て，生活を向上させようとする。

思考・判断・表現 ・自分のものの見方や考え方を深めて，目的や場面に応じ，説得力のある表現の仕
方に注意して話したり聞き取ったりする。

・様々な材料を基にして自分の考えを深め，自分の立場を明らかにし，論理の展開
を工夫して，説得力のある文章を書く。

・目的や意図に応じて文章を読み，書き手の論理の展開の仕方をとらえて内容の理
解に役立て，自分の意見をもつと共に，広い範囲から情報を集め，効果的に活用す
る。

知識・技能 音声，語句，語彙，文法，漢字などの国語に関する基礎的な事項や国語の特質につ
いて理解し，知識を身に付け，日常の言語活動を振り返り言葉のきまりについて気
付く。書写では，楷書や行書とそれらに調和した仮名の書き方を理解し，字形，文
字の大きさ，配列・配置などに配慮し，読みやすく速く書く。

３ 評価方法(評価場面および評価資料)と評価の観点

各教科４つから３つの観点について、その習得状況をＡ・Ｂ・Ｃの３段階で評価する。学級や学年の順位
で評価するのではなく、教科で設定した目標やねらいを生徒一人ひとりがどこまで達成できているかを評価
する

観察法 作品法 テスト法 自己・相互評価法

・授業への取り組み方 ・授業ノート ・授業内テスト ・自己評価シート
・学習活動 ・ワークシート ・定期考査 ・相互評価シート
・学習準備物(忘れ物) ・提出物（書き初め、
・発言 ・質問 俳句等の作品・ワーク
・発表の様子 など）

・作文

主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度 主体的に取り組む態度

思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現

知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能

評

価

方

法

評
価
の
観
点
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4 年間学習計画

期 月 週 単元・教材名 学 習 内 容 学 習 の ポ イ ン ト

、 。前 ４ 「世界はうつくしいと」( ) ・詩 ・作者の思いを捉え 表現の特徴を生かしながら朗読する1 2

2期
「握手」(４) ・小説 ・登場人物の言葉やエピソードからその人物像を捉え、内

容を理解する。3

4

５ ｢学びて時にこれを習ふ」( ) ･漢文 ･孔子の考え方を自分たちの生活と比較して考える。5 5

「 「 」 」 、 。6 作られた 物語 を超えて ・論説 ・文章における具体と抽象を捉え 文章の構成を評価する
( )5

7
文章の種類を選んで書こう ・文章構成 ･自分が伝えたいことをよりわかりやすく表現する。
( )8 4

熟語の読み方( ) ･漢字 ・音読み、訓読みとその組み合わせについて学習する。9 2

10６
説得力のある構成を考えよう ・スピーチ ・より相手に伝わるように文章を組み立てる。
( )11 3

実用的な文章を読もう ・情報 ･メディアの特徴を知り､情報発信の意義と注意点を理解す12
報道文を比較して読もう る。（ ）3

13

14７
「俳句の可能性 「俳句を味 ・俳句 ・筆者のものの見方や感じ方、表現のしかたなどを読み味」
わう （ ） わい、俳句の世界に親しむ。15 4」
言葉を選ぼう( ) ・言葉 ･言葉の性質を知り､もっと伝わる表現を目指す。1

・詩に表現されている内容と現実の世界の在り方とを対応16
「挨拶 （ ） ・詩 させながら読む。」 2

17
和語・漢語・外来語（ ） ・言葉 ・和語・漢語・外来語の違いを理解し、使いこなす。1

18後 ９

期 読書を楽しむ（ ） ・読書 ・多様なジャンルの本の紹介を通して読書の幅を広げる。19 1

・情景や人物を描写する語句や表現に着目し、登場人物の20
「故郷 （ ） ・小説 心情や作者の意図を読み取る。」 6

21
・慣用句、ことわざ、故事成語の意味や使い方を学び、日

慣用句・ことわざ・故事成語 ・言葉 常生活に生かす。10 22
（ ） ・相手の言いたいことや話の展開を予想しながら聞き、質1
聞き上手になろう（ ） ・話す 問をする。23 1

・客観的な視点から目的や意図に応じた文章かを確かめて24
〔推敲〕論理の展開を考える ・論理の展開 推敲する。
（ ）25 2

・論理の展開と筆者の主張を捉え､自らも自分の考えを持
「人工知能との未来 「人工 ・論説 つ。11 26 」
知能と創造性 （ ）」 4

・客観的に対象を分析し、説得力のある批評文を書く。27
多角的に分析して書こう ・批評（ ）4

・話し合いを円滑に進めるために必要な視点をもつ。28
議論〕話し合いを効果的に進 ・話し合い
める（ ） ・社会の中から課題を見つけ､その解決に向けて互いの考29 1
合意形成に向けて話し合おう えを生かし合う。
（ ）12 30 3

、 。・楷書と行書に親しみ 漢字とひらがなを調和させて書く
書写（ ） ・硬筆、毛筆31 10

・言葉の響きやリズムを味わいながら音読する。
「初恋 （ ） ・詩32 2」

・和歌を読み味わい､昔の人の心情や情景を読み取る。
１ 「古今和歌集仮名序 「君待 ・古文33 」

つと」( )6
・古文の文体の特徴に着目し､歴史的な背景や作者のもの34

「夏草 （ ） ・古文 の見方を読み取る。」 4
・筆者の考える「国際性」を読み取り、自らも自分の考え35

「温かいスープ （ ） ・随筆 をもつ。」 4
・グラフから情報を読み取り、論理の構成に注意して小論36

情報を読み取って文章を書こ ・小論文 文を書く。
２ う （ ） ・筆者のものの見方や考え方を捉え､これからの自分の生37 2

「誰かの代わりに 「わたし ・随筆、詩 き方について考える。」
を束ねないで」( )38 6

・学習の総まとめとして、また入試対策として問題演習
・問題演習( ) を行い、実力を定着させる。39 5

・中学校で学習した漢字の総まとめを行う。40
・漢字のまとめ( ) ・漢字2

41３

・中学校で学習した文法の総まとめを行う。42
・文法のまとめ（ ） ・文法3

・３年間の学びを振り返りながら自分の考えを深めてまと43
・３年間の歩みを振り返ろう ・発表・意見 め､発表しあって学び合う。

44

※( )内の数字は配当時間を
表す。


